
　

小
沢
氏
の
大
著
は
、
天
文
思
想
や
古
代
政
治

に
関
わ
る
記
述
が
非
常
に
多
い
。
こ
こ
で
は
そ

う
い
う
分
野
に
は
触
れ
ず
、
天
文
学
と
暦
に

絞
っ
て
考
察
す
る
。

■
楚
簡
『
競
建
内
之
』
に
見
え
る
日
食
が
起

こ
っ
た
年
月
日

　

上
海
博
物
館
蔵
の
楚
簡
『
競
建
内
之
』（『
上

海
博
物
館
蔵　

戦
国
楚
竹
書
』〈
五
〉
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
日
食
に
関
す
る
話
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

隰
朋
と
鮑
叔
牙
従
う
。
日
既
（
つ
）
き
た

り
て
、
公 

二
大
夫
に
問
ふ
。「
日
の
食
せ
る

は
な
ん
す
れ
ぞ
？
」。
鮑
叔
牙
答
え
て
曰
く
、

「
星
変
な
り
」。
子
（
公
）
曰
く
、「
斉
の
為

…
…（
後
欠
）」。（
小
沢
書
一
四
一
頁
）

　

隰
朋
と
鮑
叔
牙
は
と
も
に
斉
の
桓
公
に
仕
え

た
人
物
で
、『
史
記
』
な
ど
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
見
え
る
日
食
の
年
月
日
を

特
定
す
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
章
の
目
的
で
あ

る
。
こ
の
手
順
を
小
沢
氏
は
四
段
論
法
で
進
め

て
い
く
。
順
に
説
明
し
よ
う
。

　

一
．単
刀
直
入
に
い
え
ば
、小
沢
氏
は『
左
伝
』

の
中
に
あ
る
斉
公
が
遭
遇
し
た
彗
星
の
出
現
の

記
事（
斉
景
公
三
十
二
年
）は
、本
来
『
競
建
内
之
』

に
記
さ
れ
た
斉
桓
公
の
皆
既
日
食
記
事
が
原
型

で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。（
一
四
三
頁
）『
春

秋
左
伝
』
の
「
伝
」
に
は
、
斉
景
公
三
十
二
年

“
斉
有
彗
星
”
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

　

小
沢
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
こ
う
考
え

る
。「
経
」、「
伝
」
で
は
「
彗
星
」
と
い
う
語

が
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
こ
こ
だ
け
で
、
他

は
み
な
彗
星
を
意
味
す
る
語
と
し
て
「
星
孛
」

が
使
わ
れ
て
い
る
。
春
秋
時
代
に
は
ま
だ
彗
星

と
い
う
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の

記
事
は
お
か
し
い
。さ
ら
に
こ
の
彗
星
は
「
伝
」

の
み
に
あ
り
「
経
」
に
は
見
え
な
い
。
彗
星
で

あ
れ
ば
誰
に
も
見
え
る
は
ず
だ
か
ら
、
こ
れ
は

実
は
、
見
え
る
場
所
が
限
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

皆
既
日
食
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

二
．『
競
建
内
之
』
は
斉
公
が
重
臣
の
諫
言

を
容
れ
て
、
善
政
を
行
う
と
い
う
話
で
あ
る
。

類
似
の
記
事
は
『
左
伝
』
魯
昭
公
二
十
六
年（
斉

景
公
三
十
二
年
）
と
魯
定
公
九
年
（
斉
景
公
四
十

七
年
）
に
見
え
る
。
よ
っ
て
『
競
建
内
之
』
の

“
斉
公
”
は
景
公
を
指
す
と
考
え
る
（
一
四
七
頁
）

（
評
者
注
：
斉
公
は
桓
公
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
す
る
第
一
段
と
矛
盾
す
る
）。

　

三
．『
競
建
内
之
』に
見
え
る
鮑
叔
牙
、豎
刁
、

易
牙
の
記
事
に
つ
い
て
、時
代
の
前
後
関
係
で
、

『
史
記
』
と
の
間
に
齟
齬
が
見
ら
れ
る
（
一
四
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の
で
あ
る
か
ら
、
春
秋
の
時
代
に
彗
星
と
い
う

語
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
、「
伝
」
の
時
代
に

は
存
在
し
た
。
魯
昭
公
十
七
年
（
斉
景
公
二
十

三
年
）「
経
」
に
星
孛
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に

対
す
る
「
伝
」
で
は
“
彗
”
と
い
う
語
を
使
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
彗
星
記
事
を
疑
う
理
由

は
無
い
。

　
「
経
」
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
皆
既

日
食
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
も
お
か
し
い
。

彗
星
は
、
相
当
明
る
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
た

し
か
に
ど
こ
で
も
見
え
る
。
し
か
し
あ
ま
り
目

立
た
な
い
程
度
の
明
る
さ
だ
っ
た
な
ら
、
星
座

に
詳
し
い
人
だ
け
が
気
付
く
の
で
あ
る
。
こ
の

彗
星
は
「
経
」
の
著
者
に
は
気
付
か
な
い
程
度

の
明
る
さ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
沢
氏
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、『
競
建
内
之
』

の
記
事
は
、
人
物
や
事
件
の
時
間
的
前
後
関
係

に
お
い
て
事
実
と
異
な
っ
て
い
る
（
参
照
：
谷

中
信
一
訳
注
『
競
建
内
之
』『
出
土
文
献
と
秦
楚
文

化
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

　
『
競
建
内
之
』
は
当
時
に
お
い
て
、
ど
こ
ま

で
も
教
訓
説
話
と
し
て
価
値
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
著
名
な
人
物
を
登
場
さ
せ
て
、
日

食
現
象
を
持
ち
出
し
て
教
訓
や
諫
言
を
述
べ
た

七
頁
）。
そ
こ
で
小
沢
氏
は
こ
う
考
え
る
。“『
左

伝
』
に
見
え
る
斉
景
公
三
十
二
年
の
「
星
変
」

が
、
本
来
斉
桓
公
三
十
二
年
（
魯
僖
公
六
年
、

前
六
五
四
年
）
の
「
星
変
」
で
あ
っ
た
可
能
性

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。”（
一
四
八
頁
。

評
者
注
：
桓
公
三
十
二
年
の
条
、「
経
」
に
も
「
伝
」

に
も
天
文
現
象
に
関
す
る
記
述
は
何
も
な
い
。）

　

四
．（
評
者
注
：
実
際
、
現
代
の
天
文
推
算
に

よ
れ
ば
、
斉
桓
公
三
十
二
年
に
は
日
食
は
起
こ
っ

て
い
な
い
。）
そ
こ
で
小
沢
氏
は
こ
う
言
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
皆
既
日
食
は
斉
桓
公

三
十
二
年
に
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い

う
前
提
に
立
ち
戻
っ
た
場
合
、
奇
し
く
も
こ
の

年
代
は
い
う
ま
で
も
な
く
斉
桓
公
三
十
一
年
皆

既
日
食
と
斉
桓
公
三
十
三
年
金
環
食
が
起
こ
っ

た
狭
間
の
年
代
を
示
す
も
の
と
な
る
。
そ
し
て

小
沢
氏
は
結
論
と
し
て
『
競
建
内
之
』
の
日
食

は
“
こ
れ
ら
両
個
の
で
き
ご
と
を
示
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。”
と
述

べ
て
し
め
く
く
る
（
一
五
一
頁
）。

　

小
沢
氏
は
そ
の
第
一
段
階
に
あ
る
“
斉
有
彗

星
”
は
、
実
は
皆
既
日
食
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
ま
ず
こ
の
記
事
は
「
伝
」
に
見
え
る
も

も
の
で
あ
る
。
歴
史
的
事
実
と
合
わ
な
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
不
都
合
な
こ
と
は
何
も
無
い
。

小
沢
氏
は
な
ん
と
か
実
際
の
日
食
現
象
と
結
び

つ
け
よ
う
と
苦
心
し
た
。
し
か
し
こ
の
論
法
に

は
矛
盾
が
あ
る
の
で
、通
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

■
殷
代
の
暦

　

小
沢
書
は
一
一
八
頁
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
“
殷
人
が
太
陽
を「
辰
」と
し
、「
辰（
東
南
東
）」

の
方
位
か
ら
日
出
し
た
冬
至
の
太
陽
を
東
へ
移

動
し
は
じ
め
る
年
初
の
啓
示
と
と
ら
え
た
こ
と

は
総
論
で
既
述
し
た
。
こ
れ
が
「
十
二
辰
」
の

来
源
で
あ
り
、殷
の
暦
も
「
冬
至
年
初
」
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。”

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
。殷
代（
商

代
）
の
歴
史
を
考
え
る
に
は
ま
ず
殷
墟
甲
骨
文

を
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
評
者
は
拙
作

「
大
火
暦
（
ア
ン
タ
レ
ス
・
カ
レ
ン
ダ
ー
）

―
三

正
以
前
の
暦
」（『
中
国
古
代
の
天
文
と
暦
』
大
東

文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
の

中
で
、
甲
骨
文
に
見
え
る
月
名
と
農
業
気
象
の

関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
農
作
業
（
春
耕
）
開

始
は
当
時
の
“
正
月
”
で
あ
っ
た
事
実
を
明
ら

か
に
し
た
。
甲
骨
学
者
は
み
な
こ
の
事
実
を



知
っ
て
い
る
。
評
者
は
こ
の
状
況
に
対
し
て
天

文
学
的
に
考
察
を
進
め
、
当
時
は
ア
ン
タ
レ
ス

（
大
火
）
を
指
標
と
す
る
暦
を
使
っ
て
い
た
こ

と
を
論
証
し
た
。
こ
の
暦
を
島
邦
男
は
「
大
火

暦
」と
命
名
し
た
。
い
ま
中
国
人
研
究
者
は「
火

暦
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

大
火
暦
発
見
の
経
緯
は
ち
ょ
っ
と
長
い
歴
史

を
持
っ
て
い
る
。
新
城
新
蔵
は
一
九
二
八
年
に

出
版
さ
れ
た
『
こ
よ
み
と
天
文
』（
弘
文
堂
書
房
）

の
中
で
、
暦
と
関
連
す
る
龍
に
着
目
し
た
。
さ

す
が
新
城
氏
で
あ
る
。『
周
易
』「
乾
卦
」
の
主

役
で
あ
る
龍
は
天
上
の
龍
で
あ
り
、
古
代
の
暦

と
関
連
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
（
同
書

一
九
八
頁
以
下
）。
古
代
中
国
に
お
け
る
大
火
の

意
味
に
つ
い
て
新
城
氏
は
指
摘
し
た
。

　

新
城
氏
は
ま
ず
暦
の
始
ま
り
に
つ
い
て
こ
う

述
べ
た
。

　

紀
元
前
二
三
千
年
前
に
始
ま
っ
た
古
代
文
明

は
世
界
中
ど
こ
で
も
み
な
農
業
文
明
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
農
業
暦
を
作
る
た
め
に
目
立
つ
恒
星

を
利
用
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
シ
リ
ウ
ス
、
バ

ビ
ロ
ン
で
は
カ
ペ
ラ
、
そ
し
て
中
国
で
は
ア
ン

タ
レ
ス
（
中
国
古
名
「
大
火
」）
に
着
目
し
た
と

い
う
。
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大
火
に
つ
い
て
彼
は
こ
う
説
明
し
た
。

　
“
大
火
と
い
ふ
の
は
、
夏
の
夕
方
に
南
中
す

る
赤
色
の
一
等
星
で
、
今
日
も
名
称
は
、
さ
そ

り
ア
ル
フ
ァ
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
目
立
っ

て
赤
い
の
で
、
火
又
は
大
火
と
称
へ
ら
れ
、
そ

れ
が
日
没
直
後
に
南
中
す
る
の
を
以
て
夏
の
真

中
、五
月
の
標
準
と
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
。

此
星
は
長
き
殷
の
時
代
を
通
じ
て
標
準
の
辰
と

し
て
用
い
ら
れ
て
居
っ
た
が
た
め
に
、
遂
に
辰

の
名
を
独
占
し
、
辰
と
い
へ
ば
直
ち
に
大
火
を

指
す
程
に
な
っ
た
も
の
と
見
え
る
。”（
同
書
二

〇
一
、
二
〇
二
頁
）

　

ま
た
新
城
氏
は
、
天
上
の
龍
は
大
火
（
ア
ン

タ
レ
ス
、
心
宿
の
主
星
）
を
中
心
と
し
た
巨
大

な
星
座
で
、
中
国
に
お
け
る
龍
の
起
源
は
こ
こ

に
あ
る
、
と
考
え
た
。　
　

　

新
城
氏
は
ま
た
同
年
に
出
版
さ
れ
た
『
東
洋

天
文
学
史
研
究
』（
弘
文
堂
書
房
）
の
中
で
も
周

暦
以
前
の
暦
を
推
測
し
て
い
る
。

　
“『
春
秋
』
の
劈
頭
第
一
に
「
春
王
正
月
」
と

あ
る
が
、
こ
の
正
月
は
如
何
な
る
季
節
に
相
当

す
る
か
が
古
来
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。［
中
略
］

冬
至
を
含
む
月
を
春
と
称
す
る
は
頗
る
不
穏
当

に
は
非
る
か
。”（
同
書
二
三
二
頁
）
さ
ら
に
同

書
二
四
二
―
二
四
三
頁
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
“
今
何
等
の
予
断
も
な
く
、
偏
執
も
な
く
、

平
淡
に
こ
の
一
句
を
解
釈
す
れ
ば
、
王
の
正
月

と
い
ふ
以
上
は
周
の
王
室
よ
り
頒
ち
た
る
暦
に

よ
れ
る
正
月
と
見
る
の
が
当
然
で
あ
ら
う
。［
中

略
］
又
正
月
が
事
実
冬
至
月
で
あ
る
場
合
に
も

な
ほ
常
に
正
二
三
の
三
カ
月
に
春
の
字
を
冠
せ

し
め
て
居
る
の
は
、
正
二
三
が
当
然
春
で
あ
る

べ
き
筈
と
考
へ
ら
れ
て
居
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ら
う
。”

　
「
春
王
正
月
」
と
い
う
表
現
に
疑
問
を
抱
い

た
と
こ
ろ
は
さ
す
が
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
銅
器

銘
文
に
よ
く
見
る
「
王
某
年
」
で
は
な
い
。「
王

の
正
月
」
と
言
う
か
ら
は
、
王
朝
の
暦
（
周
暦
）

で
な
い
暦
も
当
時
広
く
使
わ
れ
て
い
た
事
実
を

如
実
に
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
民
間
暦
つ

ま
り
大
火
暦
と
周
王
朝
の
暦
、
二
つ
の
暦
が
使

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

新
城
新
蔵
の
二
書『
東
洋
天
文
学
史
研
究
』、

『
こ
よ
み
と
天
文
』
を
見
る
と
、
彼
は
、
古
代

中
国
で
大
火
（
ア
ン
タ
レ
ス
）
を
指
標
と
す
る

暦
が
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
具
体
的
に
復
原
で
き

る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。ま
た
、『
詩
経
』



ま
き
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
『
左
伝
』
荘
公
二
十
九
年
の
条
に
こ
う

い
う
伝
承
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
“
土
木
工
事
は
、
竜
星
が
暁
方
に
東
方
に
現

わ
れ
る
頃
、
農
事
を
終
え
て
準
備
に
か
か
る
。

つ
い
で
大
火
星
が
現
わ
れ
る
頃
、
工
作
の
道
具

を
現
場
に
運
ぶ
。”（
岩
波
文
庫
版
上
冊
一
五
五
頁
）

　

こ
の
伝
承
に
よ
っ
て
も
、
民
間
で
は
、
大
火

を
日
常
生
活
の
中
の
活
動
時
期
を
知
る
目
印
と

し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　

紙
数
の
都
合
で
、
こ
こ
で
は
初
稿
の
三
分
の

一
以
下
に
短
縮
し
て
発
表
し
た
。
小
沢
書
は
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
別
の
場
で
多
く
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

学
術
的
論
争
は
、
学
術
研
究
の
発
展
に
と
っ

て
有
益
だ
と
思
う
。
批
判
の
み
で
讃
辞
の
無
い

書
評
に
な
っ
た
。
評
者
と
し
て
は
、
こ
れ
を
機

に
古
代
天
文
学
に
関
す
る
学
術
的
論
争
が
盛
ん

に
な
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
が
一
層
進
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
　

 　
（
な
り
け
・
て
つ
ろ
う　

大
東
文
化
大
学
）

29　　問題を抱える新説が目立つ

諸
篇
に
記
録
さ
れ
た
古
い
暦
に
関
す
る
記
述
に

気
付
く
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
だ
か
ら
こ

の
時
期
は
「
大
火
暦
発
見
の
前
夜
」
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
小
沢
氏
は
新
城
氏
の
著
作
を
か
な
り

熱
心
に
読
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

指
摘
に
対
し
て
何
ら
考
慮
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
虚
心
に
考
え
る
と
い
う
姿
勢
が
欠
け
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
■
島
邦
男
の
大
火
暦
発
見

　

大
火
暦
と
い
う
暦
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的

考
察
が
始
ま
っ
た
の
は
、
新
城
氏
か
ら
五
十
年

近
く
も
経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
島
邦
男
は
一
九

七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
五
行
思
想
と
礼
記
月

令
の
研
究
』（
汲
古
書
院
）の
中
で
、主
に『
詩
経
』

「
七
月
」
に
見
え
る
月
名
と
季
節
天
象
の
対
応

関
係
に
着
目
し
て
、
大
火
暦
の
存
在
を
確
認
し

た
。彼
の
考
察
は
非
常
に
細
密
な
方
法
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
大
火
暦
は
論
証
さ
れ
た
と
断
言

し
て
よ
い
。

　

評
者
は
ま
た
島
氏
と
は
別
の
や
り
方
で
大
火

暦
を
論
証
し
た
。
ま
ず
甲
骨
卜
辞
に
見
え
る
農

業
や
気
象
の
記
録
と
月
名
と
の
間
の
対
応
関
係

に
着
目
し
、
当
時
の
正
月
（
卜
辞
に
見
え
る
“
正

月
”）こ
ろ
が
春
で
農
作
業
開
始
の
季
節
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
殷
墟
時
代
は

西
暦
の
四
月
こ
ろ
が
正
月
で
あ
っ
た
こ
と
を

天
文
学
的
に
証
明
し
た
（『
中
国
古
代
の
天
文
と

暦
』。
島
氏
の
研
究
に
つ
い
て
も
こ
の
著
書
の
な
か

で
分
か
り
易
く
紹
介
し
た
）。

　

拙
作
で
書
き
漏
ら
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
追
記

す
る
。

　
『
春
秋
』
の
桓
公
五
年
経
文
に
“
大
雩
す
”

と
あ
る
。
雩
は
雨
乞
い
の
儀
式
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
左
伝
』
は
こ
う
説
明
し
て

い
る
。

　
“
秋
、
大
雩
ス
と
は
、
時
期
外
れ
で
あ
る
こ

と
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
凡
例
。
祀
り
は
、

啓
蟄
に
な
れ
ば
郊
祭
、
竜
星
が
現
わ
れ
れ
ば
雩

祭
、
粛
殺
の
陰
気
が
生
ず
れ
ば
嘗
祭
、
閉
蟄
に

な
れ
ば
蒸
祭
を
挙
行
す
る
。
時
期
を
外
れ
て
挙

行
さ
れ
た
時
は
記
録
す
る
。”（
岩
波
文
庫
版
『
春

秋
左
氏
伝
』
上
冊
七
五
―
七
六
頁
）

　
“
竜
星
が
現
わ
れ
れ
ば
雩
祭
”
の
意
味
は
、

拙
作
『
中
国
古
代
の
天
文
と
暦
』
に
よ
っ
て
明

瞭
で
あ
る
。
春
、
雨
が
降
る
の
を
待
っ
て
種
ま

き
を
行
う
の
で
あ
る
。
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
種


